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 2008 年 9 月 13 日、国内産の三鹿ブランドの粉ミルクを飲んでいた乳児数名が腎結石を起こしている
ニュースが流れ、中国国内は大騒ぎとなった。結局、2008 年 10 月 20 日現在、健康被害を受けた子ども
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ている。北京の場合には、Green Yard, Wonder Milk という欧米系の牛乳メーカーがあり、味を調節し
ていない自然なヨーグルト、サワークリームなども、こうした小さなブランドが「本物の乳製品」を供














なぜ 2008 年の 8 月から 9 月にかけて、メラミンミルク騒動が勃発したのかを、この原料乳の価格と調達
先の動向から分析している。（http://bhnews.hexun.com/2008-10-16/109983123.html） 
この喬氏の分析によると、話は 2000 年に始まった乳牛の価格上昇、乳牛バブルに始まるという。この
とき、将来の牛乳需要の拡大を見込んで養牛を始める農民が殺到したため、1 頭 4000 元だった乳牛価格
は高騰し、2004 年には１頭 1.2 万元から 1.8 万元になった。しかし、この時期多くの乳製品企業は価格
の安い輸入原乳粉を使っていたため、国内産の原料乳の価格は 1 キロ 1.5 元から 2.1 元という安さだった




が上昇し、チーズが薄くなったりし、話題になっていた。中国での輸入原料乳粉の価格は 2004 年に 1 ト
ン 1870 米ドルであったものが、2007 年には 3500 米ドルまで上がってしまった。このとき、中国国産
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の場合には、屠殺企業＋仲買人＋農民というかたちでの取引が全体の 6 割を占めている（Wang and 
Watanabe ed., Pork Production in China, IDE ASEDP report No.77）。加工企業の品質管理の意識も先
進的とはいえず、品質管理として対応している項目のなかで、死んだ豚肉の混入を避けるようにしてい
ると答えた企業が 4 割と最も高く、その次は赤身増量剤の混入を避けるようにしていると答えた企業が 3
割、抗生物質、重金属、雑菌混入なども意識している企業は 2 割前後となっていた（Wang and Watanabe 
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に供給する体制を組むのであろうか。政府の意識はそうしたい、というところであろうが、経済的にそ
れが可能なのか、はわからない。 
ただ、前出の喬博士も、「正直なところ、ここ 10 年来で今が牛乳の品質が最も高いはずだ。牛乳を飲
むならいまだ」といっている。危機を経て、企業側の意識が高まっていること、そして農民の技術も向
上しているという自信からだという。 
 
（２）農業労働力の枯渇が品質管理の追加コストを縮める？  
 一方で、中国の農業生産は現在大きな過渡期にある。農業労働力が枯渇し始めており、無数の農民と
加工企業が取引する現在の体制が変化する可能性があるのだ。こうなってくると、農業従事者の交渉力
は高くなり、無数の小規模農民を相手に企業が買い叩くことが難しくなる。大規模化などで農業の生産
をあげなければならなくなっている。そして、品質や安全性の確保という面よりも、まず量を確保する
ために加工企業は、農民との間での契約生産か、会社内農場方式といった囲いこみをいずれにしてもせ
ざるを得なくなる。もしくは、喬博士の主張する乳牛専業組合などのような農民による組合の組織とい
うかたちでの取引の緊密化が進む可能性もある。こうしたより緊密な取引形態のもとでは、逆に品質管
理、安全性の確保のためのモニタリングの追加的なコストが相対的に低くなってくるだろう。農産物も
高付加価値化が進む可能性はある。そうして、小農生産から大規模生産への転換と同時に、安全性の管
理もおこなわれる農産物の生産が進むかもしれない。 
 
（３）こうした環境の変化にだれがついていけるのか 
 が、こうした大きな変化に対応し、安全かつ価格の安い農産物が生産されるという望ましい方向に対
応する農民、企業が主流を占めるようになるには、それなりの時間がかかるだろう。それよりも、農産
物の大規模生産化の過程で、また品質がないがしろにされる状況が起こる可能性もある。もしくは非常
に農産物のコストが上昇するかもしれない。とまれ、良い方向に向かうのか、悪い方向に陥るのか、予
断を許さないが、中国の農産物の市場は今後大きく変化する方向に動き始めたのは間違いないだろう。 
 
